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フレッシュマンセミナー 

キャンパスライフの第一歩を 

全学を挙げてサポート 

リーダー学生の声 リーダー学生の声 

 さん 

 

保健医療学部　言語聴覚学科　３年 

きむら　　　　 もとみ 

　岩槻キャンパスのクラブ連合会会長として、
今年のフレッシュマンセミナーの総リーダーを担
当しました。人前で話すことはあまり得意ではな

かったのですが、他のリーダーたちが協力して進んで動いてくれたおか
げで、大きな苦労を感じることなく責任が果たせたと思います。最終日、
セミナーが終了したときは、準備作業の大変さや責任の重さから解放
されたと同時に大きな達成感から、思わず涙が出てしまいました。 

　新入生たちは元気いっぱいで楽しそうでしたが、表情には不安も見
え隠れして、自分の入学当時の心境を思い出しました。当時の先輩た
ちの親切なアドバイスや、違う学科の同級生との関わりを持てた、あの
新入生のときの印象深いセミナーのことも……。当時から比べるとコ
ミュニケーション能力の向上や気配りができるようになったことなど、自
分が確かに成長していると感じられ、自信にもなりました。 

  さん 

 

社会学部　地域社会学科　４年 

ふるい　　　 あきら 

　自分自身のリーダーシップ力がどれほどなのか
を試したい、コミュニケーション能力をアップさせ
たい、そして何より新入生の大事な大学生活の

入口をより良いものにしてあげたいと思ったのが、リーダー学生に応募
した理由です。事前準備の段階では、自分が新入生で参加したときに
感じたことを思い出しながら企画を立案していきました。 

　印象に残っているのは、班が力を合わせてゲームを行い、順位を争
うウルトラクイズ。これで班内のチームワークが深まり、その後の作業
なども順調に進みました。今回の新入生も私と同じように、良い印象
から大学生活をスタートできたのではないかと思います。私自身も学科
総リーダーという役割を担い、教職員の方 と々リーダー学生の間の連
絡や相談、学科プログラム全体の運営など、新入生のときとは異なる、
新たな経験ができたと思っています。 

 

 

学生の主導でプログラムが進行（社会情報学科） 

フィールドワークの成果発表と教員からの講評（地域社会学科） 

ミーティング中の先輩と後輩（看護学科） 

太巻き寿司づくりをみんなで体験（心理カウンセリング学科） 

新入生の不安解消と 

仲間との一体感の共有が目的 

　フレッシュマンセミナーは、平成6年の開
学時から実施されている新入生を対象と
した本学の特徴的なイベントの一つです。
大学という新しい勉学の場に対する不安、
友達がいないことへの不安、そして新しい
生活への不安――そうしたさまざまな不
安を抱えて入学してくる新入生の“大学
での居場所をつくる”ことを目的としていま
す。また、新入生にとっては、入学式、オリ
エンテーションに続いて行われる、初めて
の在学生との交流行事でもあります。 
　新宿・岩槻両キャンパス合わせて1500
人を超える新入生が、お世話係の上級生
や教職員約300名とともに一堂に会する
大イベントですから、その準備は１年がか
りで、たいへんな労力と時間を要します。
教職員で組織する「学生委員会」が企画
にあたりますが、実際に新入生の世話を
担当するのは、「リーダー学生」と呼ばれ

る180名ほどの２年生以上の先輩学生たち。
しおり・名札づくりや企画立案などの事前
の準備段階から、新入生を誘導したり、学
科ごとのプログラムの進行をサポートしたり、
新入生の相談に乗ったりといった当日の
実施段階まで、非常に重要なポジションを
担います。 
　セミナー当日は、全員が一堂に会する「全
体プログラム」で幕を開けます。まず、学長
の講話を通して本学の教育理念や教育
方針を改めて認識。その後、リーダー学生
の指導で、校歌の練習を行います。「その
ように全員が同じプログラムをこなしていく
中で、目白大学の一員としての一体感が
共有されていくのです」（新宿事務局学
生支援部・松村敦子部長） 
 
学科ごとのプログラムで 

学びの入口に 

　全体プログラムが終了すると、次は学
科ごとに分かれて履修のオリエンテーショ
ンや数多くの学校行事、さらにはキャンパ
スの案内などが行われ、学科ごとに企画
された「学科プログラム」へと進みます。 
　幕張メッセで行われた今年の新宿キャ
ンパスの学科プログラムでは、これから学
ぶ学問分野に絡めたアクティビティがいく
つか実施されました。例えば社会情報学
科と地域社会学科では、グループに分か
れて幕張メッセ内にある関連企業（ウェザ

ーニュース社やコストコなど）を見学しました。
また、地域社会学科は、メッセ内で興味の
あったものをレポートにまとめてグループご
とに発表。短期大学部製菓学科では、ホ
テル ザ・マンハッタンのパティシエによるテ
ーブルマナーの講習会を開催しました。さ
らに人間福祉学科では、グループごとに車
椅子を使う方、視覚に障害を持つ方を想
定し、幕張メッセや周辺地域を探索しました。
　一方、岩槻キャンパスの学科プログラム
は、とりわけコミュニケーションや親睦に力
点を置いています。新入生同士、あるいは
上級生や教職員との交流の中で一緒に
ゲームや屋外プログラムの体験発表など
に取り組むことで、新入生が自分のヒュー
マンネットワークの輪を広げ、相互の信頼
関係を構築するきっかけとなるようにする
ことが狙いです。こうした体験を通して新
入生たちは少しずつリラックスし、教員や
先輩たちに導かれながら、これから学ぶ
学問の扉を開いていくことになります。 
 

2泊3日で実施するのが 

本学の特徴 

　新入生の不安を取り除くというセミナー
の本来の目的とは別に、もう一つ大きく期
待できるのが、リーダー学生の成長です。
授業ではなかなか学ぶことのできない小さ
な社会の仕組みを勉強するチャンスとして、
このセミナーを「リーダー学生を育てる機会」
と捉えて重視する学科も少なくありません。
リーダーたちは同級生や上級生との共同
作業を通して協調性を、教職員との密な
連絡を重ねることで上下関係の理解を深
めます。また、新入生へのわかりやすい指
示の仕方を学ぶことでコミュニケーション
能力を、さらにさまざまな発表を行うことで
プレゼンテーション能力を養うことができる
のです。 
　このため、後輩のための完全なボランティ

アであるにもかかわらず、リ
ーダー学生の募集は人気
が高く、毎年あっという間に
締め切りになります。「１年
生のときセミナーに参加して
実感したリーダー学生たち
の頼もしさや輝きを、自分た
ちも体験したいと考える上
級生が多いからでしょう」（岩

槻事務局教務・学生支
援グループ・鎌田京子マ
ネジャー） 
　現在、他の多くの大学
でも類似のセミナーが行
われているようです。その
中で、目白大学のフレッ
シュマンセミナーは、スケ
ジュールに余裕を持たせ
て2泊3日で実施している
ところが大きな特徴です。1泊ではとれな
い緊張も、2泊して6食のご飯を一緒に食べ、
譲り合ってお風呂に入るといった経験を
することでほぐれ、開放された自分を出す
ことができるようになります。また、朝から晩
まで一緒に過ごす日を設けることで、新入
生が、これから仲間になる人たちと適度な
距離感や、社会の中での自分の立ち位置

などを自然に学ぶことができるという大きな
効果を生んでいるのです。 
　学科ごとの集まりはあっても、同じ学年
の学生全員が集合する機会はめったに
ないもの。目白大学の一員としての一体
感と「これだけの仲間がいるじゃないか」
という心強さを感じてもらうことで、新入生
はこれからの学生生活に大いなる希望を
持つことができるのでしょう。 
 

 

 

フレッシュマンセミナーは、新入生が1日も早く本学での学生生活に馴れるよう、教職員や先輩学生が力を合わせてサポートする一大
イベントです。期待と不安が入り交じった気持ちで入学した新入生に、「目白大学の一員になってよかった」と実感してもらうための
第一関門。1年がかりの入念な準備と教職員や先輩学生の温かい思いやりの気持ちがイベント成功のカギを握ります。 
今年度は4月5日～7日の2泊3日、新宿キャンパスの新入生は幕張メッセに、岩槻キャンパス
の新入生は箱根ホテル小涌園に集まりました。 
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「目白の学食」最新レポート 

学生の好みや健康面にも配慮 
人気の“目白の味”を探る 
 学生がキャンパスライフを楽しく過ごす上で欠かせないのが学食。とりわけ、目白大学ではキャンパス周辺に繁華街等が少ないため、他大学に比べて学生の学食利用度が高い傾向にあり
ます。今回は、目白研心中学・高校の専用食堂も含め、学生・生徒の食生活を支える新宿・岩
槻両キャンパスの学食の最新事情を紹介します。 

新宿キャンパス 

 

中高カフェテリア 

 

岩槻キャンパス 

主　菜 麺　類 

唐揚げ丼 

オムライス 

おろしトンカツ 

ラーメン 

カツカレー 

ロコモコ丼 

ラーメン 

鳥照焼丼 

豚角煮丼 

ハンバーグ定食 

油淋鶏丼 

鶏の唐揚げおろし丼 

とんかつ 

チキンカツ 

煮込みハンバーグ 

とんこつラーメン 

味噌ラーメン 

鶏肉ピリ辛ラーメン 

冷しうどん・そば 

味噌ワンタンメン 

1 

2 

3 

4 

5

順位 

数量限定「お母さんのおにぎり」（岩槻） 

岩槻キャンパス大学会館の人気No.1メニュー、 
油淋鶏丼（左）ととんこつラーメン（右） 

厨房での仕込み作業（岩槻） 

厨房のスタッフと顔見知りの生徒も（中高） 

新宿キャンパスで圧倒的人気を誇る唐揚げ丼 

ハワイ生れのロコモコ丼（中高） 

放課後には手作りデザートが並びます（中高） 

学生で賑わう昼休みのカウンター（新宿） 

新宿・岩槻両食堂と中高カフェテリアの人気メニューランキング    

※平成21年度に注文数が多かった順（東京学校用品株式会社、エームサービス株式会社調べ） 

衛生面に細心の注意 

季節に応じた味付けや 

素材選びも 

　現在、新宿キャンパスでは大学の学食
と中学・高校（中高）のカフェテリアの2つ
の食堂が営業しています。中高生はもち
ろん、キャンパスが閑静な住宅街の中にあ
るため、大学生も昼食は学内で取るのが
一般的。多くの学生・生徒が利用するこ
の両施設は、今年（平成22年）、東京都
から食品衛生自主管理施設としての認
証を受けるなど、特に衛生面には細心の
注意が払われています。 
　新宿・岩槻の各食堂における昨年（平
成21年）度の人気メニューを調査したとこ
ろ、右ページ下のランキング表のような結
果が出ました。新宿キャンパスで大学と中
高、2つの厨房を取り仕切っている平井幸
夫チーフ（東京学校用品株式会社）は、「大
学の学食では、日替り丼に温玉付きの唐
揚げ丼を出すと、他のメニューよりも注文
数が圧倒的に多くなります。最近は学生さ
んの嗜好もさまざまなのでメニュー作りに
は苦労するのですが、鶏の唐揚げはいつ

も人気ですね」と話しています。 
　メニュー作りの上で心がけているのは「よ
く食べる若い学生や食べ盛りの生徒向け
の食堂なので、ボリュームのあるものを中
心にする」ということ。また、「夏は汗をかく
ので塩分を少し強めにしたり、冷たい麺類
やカレーがよく売れるので種類を増やした
りする」など、季節に応じて味付けや素材
選びも常に工夫を重ねているそうです。 
 
麺類と丼がよく出る 

中高カフェテリア 

放課後にはデザートも提供 

　新宿キャンパスの大学食堂は、２限が
終了する12時10分以降の30分間に１日
の約８割の学生が集中しますが、それにも
増して、全ての生徒が時間割りの通りに
行動する中高カフェテリアでは、昼休みが
始まる12時40分からの約20分間に生徒
がどっと押し寄せ、厨房内はてんてこ舞い
の忙しさになります。 
　平井チーフによれば「中高生は麺類か
丼物を食べる子がほとんど」だそうですが、
「日替り定食がハンバーグのときは注文が
増えます」。また、「味付けを大学食堂より
若干濃くしています。運動をしている生徒
は、味付けが薄いと自分で備え付けの醤
油やソースをどっとかけてしまうので、それ
をさせないようにするためです」と、中高な
らではの配慮をしていることも明かしてく
れました。 
　なお、中高では放課後に軽食も販売。
食べ盛りの中高生がハンバーガーやおに

ぎり、それに作りたてのプディングなどを買
い求める姿が見られます。 
 
岩槻キャンパス唯一の 

供食施設 

　新宿キャンパス以上に、岩槻キャンパス
の大学食堂は学生にとって欠くことのでき
ない存在と言えます。必修授業が多く、し
かも大学周辺に飲食店がないため、ほと
んどの学生は在学中、毎日昼休みに学内
で昼食を取って過ごすからです。 
　右ページのランキング表の通り、岩槻の

大学食堂の人気メニューにも新宿の大学
食堂や中高カフェテリアと同じく鶏肉料理
が複数ランクインしているのは、最近の学
生の好みが窺えて興味深いところ。支配
人として食堂の運営を担当されている佐
伯かやのさん（エームサービス株式会社）
によれば、やはり「今も昔も、ガッツリとお腹
が一杯になるものが好まれているようで、
お肉を主としたおかずが人気です」とのこ
と。 
　また、「昨今の経済状況からか、より安く

ボリュームのあるものが求められているよう
に感じる」そうで、毎月第１･３月曜日限定
の「200円カレー」は毎回その日の注文数
の半分近くを占めるとか。「お母さんのお
にぎり」と銘打った1日100個限定の手作り
おにぎりは、美味しい上におかず入りが
100円、ふりかけだけのバージョンは50円と
値ごろ感もあり、毎日好評を博しています。 
　さらに、栄養面でもさまざまな配慮があり
ます。「数年前に学生課（現在の教務・学
生支援グループ）と相談して、日替り定食『目
白プレート』は肉・魚・野菜のバランスに特
に気を配ってご提供しています。また、野
菜摂取量アップのため、丼物の具材の下
にキャベツを添えたり、小鉢にサラダや和
え物、煮物などを用意したりして、プラス１

品として選択しやすいメニ
ューを揃えています」（佐
伯支配人）。 
　その他、夏場限定で冷
し中華やぶっかけ和麺を
提供したり、ハンバーグや
揚げ物について夏は大根

おろしソース、冬はクリームソースと使い分
けるなど、季節に応じたメニューや味付け
の変化に気づいている学生も多いことで
しょう。 
 
コンパやパーティーでも 

利用可能 

　学食の運営は、客層が限定されている
ことや、営業時間がほぼ昼休みの1時間
弱に集中すること、春・夏・冬の長期休暇
時は営業を休止するなど、通常の食堂運
営に比べてさまざまな制約が伴います。そ

んな中で、キャンパスライフの重要な一部
である食事の時間をより楽しく、かつ健康
にも配慮して有意義に過ごしてもらうべく、
大学・中高の3食堂ではそれぞれに学生・
生徒の嗜好を絶えず分析して、“目白の味”
の探究に励んでいます。 
　「新宿の大学食堂では今年4月から、昼
食以外に9時30分～11時のモーニング営
業を始めました。カレーやおにぎり・ホットド
ッグのセットが200円で手軽に食べられま
す。学生会やサークルの学内パーティー
やコンパなどにも対応していますので、もっ
ともっと学食を活用していただければと思
います」（新宿・平井チーフ） 
　「学食は学生の皆さんにとって、とても
楽しい場所だと思います。『今日は何があ
るのだろう』と、ドキドキ・ワクワクするような
空間をご用意しています。これからも皆さ
んのご意見を取り入れながら、楽しい食堂
にしていくつもりです。リクエストメニューも
大募集中です」（岩槻・佐伯支配人） 
　というわけで、新宿・岩槻両キャンパス
の学生･生徒の皆さん、今日も学食で楽し
いひとときをお過ごしください！ 
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昨夏から佐藤重遠記念館の隣で進められてきた新宿図書館の増築工事が完了し、この４月に「新宿図書
館アネックス」としてオープンしました。アネックス開館に合わせて本館も大幅に改装され、多くの学生に愛
用されることを目指してハード・ソフト両面からサービス向上に取り組んでいます。 

 
 

 

「新宿図書館アネックス」完成で 
新宿キャンパス図書館がリニューアル！ 
 

四半世紀ぶりの大幅リニューアル 

　佐藤重遠記念館内に設置されている新宿図書館は、目白学
園創立60周年記念事業の一環として昭和58年10月に開館。当
時はまだ目新しかった無断持ち出し防止装置（Book Detection 
System）を導入し、その後も図書館システムのコンピュータ化や
蔵書数の増加など、絶えず利用者の利便性向上を図ってきました。
しかしながら、開館から四半世紀以上が経過し、新宿キャンパス
の規模が短大3学科から大学4学部12学科・短大3学科・大学
院5研究科を擁するまでに成長したことに伴い、書籍の収容能
力が飽和状態に達し、図書館施設の抜本的な改良が急務とな
っていました。 
　今回完成した新宿図書館アネックスでは、収容スペースを有
効活用するため、地上4階の書庫は全て電動集密書庫に。これ
により収容冊数は従来の約17万冊から約30万冊へと飛躍的に
増え、閉架扱いだった資料も開架され、より一層利用しやすくなり
ました。 
　アネックスの開館に伴い、本館も大幅にリニューアルされていま
す。閲覧席はアネックスと合わせて500席以上となり、貸出用のノ
ートパソコン（PC）を用意して館内のPC環境も整備。カウンタース
ペースを拡大して利用者相談やレファレンスに対応しやすい態
勢を整えるとともに、利用者自身でも貸出手続きができるように自
動貸出機を導入しました。学生証や教職員証、また卒業生用の
図書館利用証（※）を入館カードとする入館システムも設置され、
館内のセキュリティ強化や統計データの正確化も図られています。 
さらに、１階の参考図書・雑誌コーナーに低書架を配置したり、エ

ントランス横の閲覧
室に透明のパーテ
ーションを用いるこ
とで、エントランスを
中心とした１階ス
ペースの開放感を
演出。新調された
閲覧席の机や椅
子は落ち着いた色
調・デザインのもの

を採用しつつ、アクセントとなるカラー家具を随所に配置して堅苦
しさを払拭するなど、学生が親しみやすく、利用しやすい雰囲気
作りにも努めています。 
 
学生の声を活かした学びと教養の拠点に 

　新宿図書館では昨年12月から、学生による「図書館サポーター」
の登録を開始しています。本が好きで、図書館のサービス向上
や利用促進活動に協力してくれる学生が登録し、オススメ図書
を大学ホームページ等で紹介したり、クリスマスツリーなど季節に
合わせた館内展示を手がけるといったサポート活動をしています。
また、日常の授業に支障がないように月１回程度、図書館スタッフ
とミーティングを行い、利用者である学生の目線からの貴重な意
見を積極的に出してもらい、図書館運営の参考にしています。 
　ハード面（施設）の新設・更新とソフトサービスのさらなる進化
が同時進行する新宿図書館に、今日も学生たちが新たな知を
求めて足を運んでいます。時間の余裕とたくさんのことを吸収す
る力を持っている学生時代は、本を通じて多くを学び、豊かな教
養を蓄える絶好の時期です。これからも、一人でも多くの学生が
この新装された図書館に足を運び、学びや教養を深めるとともに、
何よりも日々 の読書を楽しんでもらいたいと思います。 
 
※目白大学（目白学園女子短期大学時代を含む）の卒業生は、図書館備え付け
の申請書を提出することで「図書館利用証」の無料交付を受けることができます。
自動入館システムに対応しており、貸出も可能です。 

 

開放感あふれる1階スペース 

学生証をかざして入館します 

新築されたアネックスの館内 

中学校・高校 
2009.12.17　第53回全国学生科学
　　　　　　コンクールに3名が入賞 
   旺文社が青少年の個性育成や文芸振興
などを目的に毎年実施している「全国学生
科学コンクール」に、本校から中学3年生の
3名が入賞した。本校では総合学習の一環
として毎年、中学生が卒業論文として書き
上げた作品を応募しており、これで平成5年
から17年連続の入賞者輩出となった。 

2010.2.16　英語スピーチ＆ 
　　　　　 ドラマコンテスト 
　「目白研心中学校」として初めての  

Speech and Drama Contest が佐藤重遠
記念館で開催された。今
年から出場者に男子が加
わり、優しさや可愛らしさが
目立った従来とは様子が
一変。広実義人審査委員
長（目白大学英米語学科

准教授）からは、「これまでの中で最もレベル
が高い」との講評があった。 

2010.2.20・21　第20回全日本チアリ
ーディング選手権大会で中高同時入賞 
　代々木第2体育館で開催された全国大会に、
本校チアリーディング部からは高校部門2チ
ーム、中学校部門に2チーム、合計4チームが
出場した。高校部門では過去最多の出場校
による激戦となった
が、日ごろの練習の
成果を発揮し、本校
チームは高校・中学
部門の両部門で第
3位に入賞する好成績を収めた。 

大学・短大・大学院 
2010.1.15－3.17　 

製菓学科が東武百貨店池袋店で 
「紅ほっぺスイーツフェア」に参加 

　静岡産のいちご「紅ほっぺ」を使ったメニ
ューを東武池袋レストラン街と複数の大学と
の産学協同によって開発する「紅ほっぺスイ
ーツフェア」に、本学短期大学部製菓学科
の学生たちが参加した。 

　女子大生を起用することで、プロのシェフ
によるアイディアとは一味違う、斬新な発想
のメニューを開発して若い新規顧客を開拓し
ようというのが目的の一つ。その狙い通り順
調に売り上げを伸
ばすとともに、最近
の「女子大生パワ
ー」に注目した新
聞の特集記事で取
り上げられるなど注
目を集めた。 

2010.2.1　初の全学部統一入試を 
　　　　　全国9ヵ所で実施 
　新宿・岩槻両キャンパスを含む全国9会場で、
本学初の全学部統一入試を実施した。学外
会場は仙台、さいたま（さいたまスーパーアリ
ーナと浦和の2会場）、柏、横浜、新潟、長野
の6都市7会場で、本学では初の地方開催入
試でもあった。 一部の会場で交通機関の乱
れがあったものの、全会場で滞りなく試験を
終えた。 

2010.2.5　  社会情報学科の4年生が     
      消費生活アドバイザー試験に合格 
　財団法人日本産業協会が実施する消費
生活アドバイザー試験の平成21年度合格者

が発表され、現役学生としては本学で初めて、
社会情報学科4年の吉川朋宏君が合格した。
今年度は受験者2,469名に対し合格者は
498人（合格率20.2％）。消費者問題を含む
多様な生活・法律・経済等の知識を論文や
面接で問われる同試験に社会経験の少ない
学生が合格するのは難しく、25歳以下の合
格者は全国で10名。そのうち学生はわずか5

名で、吉川君は難関を乗り越えての貴重な現
役学生合格者に名を連ねた。 

2010.3.25　学位授与式 
　中野サンプラザにおいて、平成21年度目
白大学・目白大学短期大学部の学位授与式
が執り行われた。今年、本学を巣立ったのは、
新宿・岩槻両キャンパスの卒業生・修了生あ
わせて1,237名。当日は冷たい雨が降るあい
にくの天気だ
ったが、昨今
の厳しい就職
状況に負ける
ことなく、希望
を持って将来
を切り拓いて
いくことを確
信させる、笑顔に満ちた学位授与式であった。 

2010.4.2　入学式 
　平成22年度目白大学・目白大学短期大学
部の入学式が執り行われた。新宿・岩槻キャ
ンパス合わせて2,011名の新入生の中には、
今年4月から新たに開設した短期大学部ビジ
ネス社会学科の1期生の姿も。当日未明から
の強風と雨に揺れてはいたものの、この日に
合わせたかのように満開になった桜が新入
生たちの門出を祝った。 

　社会学部メディア表現学科の小林　子教授が、オ
ランダ王立芸術科学アカデミー傘下の人文学社会科
学高等研究所（NIAS）から研究員として招請され、昨
年9月から今年1月まで国際共同研究活動に参加しまし
た。NIASはオランダ最高の学術機関の一つで、同機
関への招請は関連研究領域において最高の栄誉とさ
れています。 

　今回の招請は、日米独蘭印5ヵ国から9名の研究者
が集まり、「オランダ美術のインド洋・東アジアにおける
受容とアジア文化に対するそのインパクト」というテー

マについて討議を繰り返しながら調査・研究を進めると
いうもの。17世紀のオランダ美術、とりわけフェルメール
（1632－1675）研究に関する数多くの著書を持つなど
斯界の第一人者として活躍している小林教授は、その
中で「江戸時代における美術の日蘭関係」を担当しま
した。 

　「一学期間、大学を留守にすることは心苦しくもあり
ましたが、諸外国の第一級の研究者たちと膝を交えて
研究を進める貴重な機会となりま
した。この経験を、今後の自らの研
究活動や将来の学生指導内容の
充実に役立てたいと思っています」
（小林教授） 
　5ヵ月にわたるオランダでの集中
研究の成果は、今後、国内外で発
行される研究書等の中で順次公
表されていく予定です。 
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文武の両立 
サッカーを通して人間的成長を 
 

文武の両立 
サッカーを通して人間的成長を 
 

　放課後の学園内を歩いていると、横を「こんに

ちは」という気持ちの良い挨拶の声が駆け抜け

ていきます。ちょうど1キロあるという校舎の回りを

ランニングする運動部の生徒たちです。文武両

道を目指す目白研心高等学校は、勉学と同時に

スポーツ系の部活動も盛ん。中でも、共学になっ

た昨年発足したサッカー部は、小規模ながら期

待感を抱かせてくれる勢いのあるクラブです。 

 

レベルアップのために 
たゆまぬ工夫を　 
　現在の部員数は、2年生11

名と新入生10名を合わ

せて21名。立ち上げ

間もないため、新た

にサッカーを始め

ようとする生徒も

比較的入部し

やすいようです。 

　ただし、基本

的に練習は毎日。

練習をすればす

るほど技術や体力

がつく年齢なので、走

ることを中心に厳しいトレ

ーニングを行っています。グ

ラウンドを使っての集中的な練習

は週3回ですが、他の運動部とグラ

ウンドをシェアしなければならないケー

スも多いので、限られた場所や時間

を有効に使うよう、練習にも工夫が求められます。 

　「例えば、サッカーにおいて起こり得る局面を切

り取って、グラウンドに移し替えて練習するという

方法をとっています」と話すのは、チームを率いる

安井健吾先生（体育科教諭）。練習場所のハン

ディを補うため、昨年は年間70ほどの対外試合を

こなしました。週末には頻繁に東京郊外、神奈川、

埼玉、千葉などの他校に足を運び、汗を流してい

ます。主将を務める2年生の川島達也君は、「創

部当時はちゃんと戦えるチームなのか不安でした

が、対外試合をたくさん経験するうちにそうした不

安はなくなりました。実戦やそれに向けた準備を

繰り返すことで、チームが一つにまとまるのも早か

ったです」と話しています。 

　目下の目白研心サッカー部の目標は、全国大会

の東京都代表を決定する都大会に出場すること。

そのためには、30校以上が参加する地区予選の

トーナメント戦で3勝しなければなりません。創部2

年目の若いチームにとっては、なかなかハードルの

高い目標です。「チームには体格のいい選手や

ずば抜けて技術に優れた選手はいないので、試

合に勝つためには、試合中、常に足を動かして走

り続けなければなりません。ですから、走ることを

重視した練習や、そのための体力をつける厳しい

トレーニングは重要だと思っています」（川島君） 

 

監督と生徒がともに成長し 
サッカー部の新しい伝統を 
　そうした厳しい練習と同時に、安井先生は「技

術より精神」という指導方針も徹底しています。「サ

ッカーをする前に、挨拶をする、人に誠実に接する、

さらには校歌が歌えるなどといった、人として、ま

た目白研心の生徒として基本的なことをきちんと

しないといけない。だからそれができないときは、

サッカーではなく挨拶や校歌の練習をさせたこと

もありました」 

　ただ、監督としてはこの1年、発足間もない運

動部ならではの指導の難しさにも直

面していました。高校時代は全国

大会の優勝歴もある名門校サッカ

ー部に所属していた安井先生は、

創部当初、第１期生として入学し

たため部内

に先輩がいない環

境や、都会育ちの生徒たちのサッカーに対する

意識について、自分の高校時代と比較して悩む

ことが多かったそうです。足の痛みを訴えながら

練習する部員に対し、「やれないのならピッ

チを出るしかないし、やれるのであれ

ば痛いと言う必要はない」とい

うのが安井先生の考え方。

そんなときどうすべきか、

本来であれば良き先

輩の存在やライバ

ルとの競争意識

の中で適切に判

断できるようにな

るべきところを、

監督である自分

が直接指導しなけ

ればならないことに

戸惑いを感じたことも

あるとか。 

　とはいえ、監督・生徒ともに

試行錯誤の１年間を経て、「自分の

感覚と現実との距離感はかなり縮まった」

と手応えも感じています。「まだ戦績は上

がっていませんが、それでもめげずに私の

言ったことを信じてやってくれる生徒を指

導することに、とてもやりがいを感じています。教

えられたことをまっすぐに受け止めて、自分で考え

たことを実行していく――私が大事にしているこ

とですが、そういうことをサッカーを通じて生徒に

伝えていけたらと思っています。一方、一つのこと

に捉われるのではなく、生徒に接しながら自分も

変わっていかなければならない。生徒と一緒にサ

ッカー部の伝統をつくり、ともに成長していけるこ

とを願っています」（安井先生） 

　これから夏に向けて全国高校サッカー選手権

大会東京都地区予選、そして11月の新人戦と公

式戦が続きます。「1年生だけで挑んだ昨年は１

回戦で敗退しました。その負けた悔しさをチーム

全体として持ち続けているので、その気持ちを試

合にぶつけていきたいです」（川島君）という目白

研心イレブンの意気込みが、創部2年目での公式

戦初勝利とその先の活躍へと結びつくことを、大

いに期待したいところです。 
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